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子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を

支
援
す
る
た
め
、
子
の
看
護

休
暇
の
見
直
し
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
育
児
・
介
護
休
業
法

の
改
正
案
が
国
会
で
成
立
し

た
。
こ
れ
ま
で
事
業
主
の
自

主
的
な
取
り
組
み
に
委
ね
ら

れ
て
き
た
小
学
生
の
子
を
持

つ
親
の
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
支
援
に
つ
い
て
、
小
学
生

の
子
を
持
つ
親
３
０
０
０
人

を
対
象
に
行
っ
た
当
社
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

も
と
に
、
小
学
生
の
子
を
持

つ
親
か
ら
見
た
両
立
支
援
制

度
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を

考
察
す
る
。

１
．
は
じ
め
に

１
．
は
じ
め
に

　
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改

正
等
に
よ
り
、
育
児
期
を
通

じ
て
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
子
の
年
齢
に

応
じ
た
両
立
支
援
が
拡
充
さ

れ
る
。
政
府
は
育
児
・
介
護

休
業
法
に
お
い
て
、
育
児
を

行
う
労
働
者
の
仕
事
と
育
児

の
両
立
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
労
働
者
が
育

児
を
行
い
や
す
く
す
る
た
め

の
休
業
制
度
を
設
け
る
と
と

も
に
、
所
定
労
働
時
間
等
に

関
し
事
業
主
が
講
ず
る
べ
き

措
置
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
、
子
の
看
護
休
暇
、

時
間
外
労
働
の
制
限
、
深
夜

残
業
の
制
限
等
い
ず
れ
の
制

度
も
子
が
就
学
前
ま
で
の
措

置
だ
っ
た
が
、
今
般
の
法
改

正
で
、
子
の
看
護
休
暇
に
つ

い
て
は
小
学
校
３
年
生
修
了

時
ま
で
、
子
の
感
染
症
に
伴

う
学
級
閉
鎖
等
や
子
の
行
事

参
加
（
子
の
入
園
式
、
卒
園

式
お
よ
び
入
学
式
が
対
象
）

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
、
制

度
を
見
直
す
。

　
子
が
小
学
校
に
就
学
し
て

以
降
の
両
立
支
援
は
、
こ
れ

ま
で
も
っ
ぱ
ら
事
業
主
の
自

主
的
な
取
り
組
み
に
委
ね
ら

れ
て
き
た
が
、
事
業
主
の
中

に
は
、
法
定
の
範
囲
を
超
え

て
両
立
支
援
制
度
を
小
学
校

に
就
学
し
て
い
る
子
に
ま
で

対
象
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
当
社
は
１
月
に
、

小
学
生
の
子
を
持
つ
親
を
対

象
に
、
勤
務
先
の
企
業
が
導

入
し
て
い
る
両
立
支
援
制
度

と
そ
の
利
用
状
況
等
に
つ
き

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

本
稿
で
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
基
に
、
今
般
の
法
改

正
の
意
義
と
課
題
、
事
業
主

に
い
っ
そ
う
の
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て

考
察
し
た
い
。

２
．
職
場
に
お
け

２
．
職
場
に
お
け

る
両
立
支
援
制
度

る
両
立
支
援
制
度

　（
１
）
両
立
支
援
制
度
の

導
入
・
利
用
状
況

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い

て
、
小
学
生
の
子
を
持
つ
親

に
、
職
場
で
導
入
さ
れ
て
い

る
制
度
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
子
育
て
に
か
か
る
休
暇
制

度
（
看
護
休
暇
）
」
が
32
・

３
％
と
最
も
高
い
。
次
い

で
、
「
短
時
間
勤
務
制
度
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
が

28
・
５
％
、
「
テ
レ
ワ
ー

ク
」
が
20
・
１
％
と
続
く
。

導
入
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し

た
制
度
の
利
用
率
に
着
目
す

る
と
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が

78
・
４
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
、
「
子
育
て
に
か
か
る

休
暇
制
度
（
学
校
の
行
事
参

加
、
学
級
閉
鎖
を
対
象
と
す

る
休
暇
制
度
な
ど
）
」
が
56

・
３
％
と
続
く
。
コ
ロ
ナ
禍

で
普
及
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の

他
、
「
子
育
て
に
か
か
る
休

暇
制
度
（
学
校
の
行
事
参

加
、
学
級
閉
鎖
を
対
象
と
す

る
休
暇
制
度
な
ど
）
」
の
利

用
率
が
高
く
、
共
働
き
、
片

働
き
、
ひ
と
り
親
の
家
庭
分

類
別
の
回
答
結
果
を
見
る

と
、
特
に
、
共
働
き
家
庭
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
と
っ

て
、
「
子
育
て
に
か
か
る
休

暇
制
度
（
学
校
の
行
事
参

加
、
学
級
閉
鎖
を
対
象
と
す

る
休
暇
制
度
な
ど
）
」
が
有

意
義
な
制
度
で
あ
る
こ
と
が

見
て
と
れ
る
。

　（
２
）
両
立
支
援
制
度
の

評
価

　
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
両

立
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
そ

の
有
用
性
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
の
制
度
も
「
と

て
も
有
用
に
感
じ
る
」
「
ま

あ
ま
あ
有
用
に
感
じ
る
」
の

合
計
は
90
～
95
％
程
度
と
な

っ
て
い
る
。
「
と
て
も
有
用

に
感
じ
る
」
の
割
合
は
、

「
子
育
て
に
か
か
る
休
暇
制

度
（
看
護
休
暇
）
」
で
67
・

９
％
、
「
短
時
間
勤
務
制

度
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
」
で
62
・
１
％
、
「
子
育

て
に
か
か
る
休
暇
制
度
（
学

校
の
行
事
参
加
、
学
級
閉
鎖

を
対
象
と
す
る
休
暇
制
度
な

ど
）
」
で
60
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。

　（
３
）
休
暇
制
度
の
評
価

（
子
の
学
年
別
）

　
両
立
支
援
制
度
の
う
ち
、

「
子
育
て
に
か
か
る
休
暇
制

度
（
看
護
休
暇
）
」
と
「
子

育
て
に
か
か
る
休
暇
制
度

（
学
校
の
行
事
参
加
、
学
級

閉
鎖
を
対
象
と
す
る
休
暇
制

度
な
ど
）
」
に
つ
い
て
、
子

の
学
年
別
に
「
と
て
も
有
用

に
感
じ
る
」
「
ま
あ
ま
あ
有

用
に
感
じ
る
」
の
合
計
を
み

る
と
、
ど
ち
ら
の
制
度
に
つ

い
て
も
、
小
学
校
高
学
年
で

あ
っ
て
も
小
学
校
低
学
年
の

場
合
と
同
程
度
に
有
用
性
を

評
価
し
て
い
る
。
政
府
は
、

「
子
の
看
護
休
暇
」
の
見
直

し
に
当
た
り
、
取
得
事
由
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
子
の

対
象
年
齢
を
小
学
校
３
年
生

修
了
時
ま
で
に
延
長
す
る
と

し
て
い
る
が
、
子
が
小
学
校

高
学
年
で
も
親
の
有
用
性
の

評
価
は
変
わ
ら
な
い
。

３
．
子
育
て
の
苦
労

３
．
子
育
て
の
苦
労

と
雇
用
主
へ
の
期
待

と
雇
用
主
へ
の
期
待

　（
１
）
子
育
て
の
苦
労

　
子
育
て
に
関
し
苦
労
し
て

い
る
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

で
は
、
「
学
校
活
動
へ
の
参

加
（
保
護
者
会
、
授
業
参

観
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）
」
が
30
・

０
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で

「
夏
休
み
等
長
期
休
暇
の
子

ど
も
の
居
場
所
」
「
有
事
の

際
（
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ

た
時
、
学
級
閉
鎖
等
）
の
子

ど
も
の
預
け
先
」
が
続
く
。

共
働
き
、
片
働
き
、
ひ
と
り

親
の
家
庭
分
類
別
の
回
答
結

果
を
見
る
と
、
特
に
、
共
働

き
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭

で
、
子
ど
も
が
病
気
の
場
合

や
、
学
校
活
動
へ
の
親
の
参

加
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
が

確
認
で
き
る
。

　（
２
）
雇
用
主
へ
の
期
待

　
こ
う
し
た
日
常
的
な
苦
労

を
背
景
に
、
仕
事
と
子
育
て

を
両
立
し
や
す
く
す
る
た
め

に
雇
用
主
に
期
待
す
る
こ
と

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
全
体
で

は
、
「
子
育
て
に
か
か
る
休

暇
制
度
の
導
入
・
拡
充
（
学

校
の
行
事
参
加
、
学
級
閉
鎖

を
対
象
と
す
る
休
暇
制
度
な

ど
）
」
が
39
・
４
％
と
最
も

高
く
、
次
い
で
、
「
子
育
て

に
か
か
る
休
暇
制
度
の
導
入

・
拡
充
（
看
護
休
暇
）
」
が

37
・
９
％
と
続
く
。
雇
用
主

に
対
し
て
は
、
休
暇
制
度
の

導
入
・
拡
充
に
つ
い
て
の
期

待
が
高
い
。

４
．
事
業
主
の
取
組

４
．
事
業
主
の
取
組

に
つ
い
て
～
多
様

に
つ
い
て
～
多
様

な
選
択
肢
と
職
場

な
選
択
肢
と
職
場

の
理
解
が
重
要
～

の
理
解
が
重
要
～

　
今
回
の
法
改
正
を
受
け
、

子
の
看
護
休
暇
制
度
に
つ
い

て
、
子
の
対
象
年
齢
が
小
学

校
３
年
生
修
了
時
ま
で
に
延

長
さ
れ
、
事
業
主
は
こ
の
措

置
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
小
学
生
の
子
を
持
つ
労

働
者
の
両
立
支
援
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
事
業
主
の

自
主
的
な
取
り
組
み
に
委
ね

ら
れ
る
部
分
が
大
き
い
。

　
一
部
の
企
業
で
は
既
に
法

定
を
上
回
る
対
応
が
進
ん
で

い
る
。
例
え
ば
、
子
の
看
護

休
暇
に
つ
い
て
、
子
ど
も
が

４
人
以
上
い
る
従
業
員
が
多

い
中
小
企
業
で
、
既
に
高
校

３
年
生
ま
で
行
事
参
加
の
た

め
に
有
給
休
暇
を
取
得
で
き

る
よ
う
、
法
定
を
上
回
る
対

応
を
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
従
業
員
の
置

か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
多

様
な
働
き
方
が
で
き
る
よ
う

両
立
支
援
制
度
を
整
え
る
企

業
が
あ
る
一
方
、
両
立
支
援

の
導
入
・
拡
充
に
向
け
た
対

応
が
遅
れ
る
企
業
は
労
働
者

か
ら
選
ば
れ
ず
、
人
材
不
足

に
直
面
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え

る
こ
と
に
な
る
。
事
業
主
に

は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
・

定
着
の
観
点
か
ら
、
業
務
内

容
や
職
場
内
の
公
平
感
・
納

得
感
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に

関
し
て
、
可
能
な
限
り
従
業

員
の
選
択
肢
を
広
げ
る
工
夫

が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
制
度
の
導
入
・
拡

充
に
当
た
っ
て
、
職
場
の
理

解
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
指

摘
し
て
お
き
た
い
。
従
業
員

の
立
場
か
ら
は
、
現
在
の
職

場
が
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
に
関
し
て
「
理
解
が
あ
る

と
感
じ
な
い
」
と
、
子
育
て

の
苦
労
を
強
く
感
じ
る
傾
向

が
見
て
取
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
に
関
す
る
職
場
の
理

解
度
合
い
を
、
職
場
の
制
度

を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人

別
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
ず

れ
か
の
制
度
を
利
用
し
た
こ

と
が
あ
る
人
で
は
、
「
と
て

も
理
解
が
あ
る
と
感
じ
る

（
32
・
７
％
）
」
「
ま
あ
ま

あ
理
解
が
あ
る
と
感
じ
る

（
54
・
４
％
）
」
の
合
計
は

87
％
と
な
っ
て
い
る
。
中
で

も
、
「
子
育
て
に
か
か
る
休

暇
制
度
（
看
護
休
暇
）
」

「
子
育
て
に
か
か
る
休
暇
制

度
（
学
校
の
行
事
参
加
、
学

級
閉
鎖
を
対
象
と
す
る
休
暇

制
度
な
ど
）
」
「
子
連
れ
出

勤
、
事
業
所
内
保
育
施
設
」

を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人

で
は
、
「
と
て
も
理
解
が
あ

る
と
感
じ
る
」
「
ま
あ
ま
あ

理
解
が
あ
る
と
感
じ
る
」
の

合
計
が
90
％
以
上
と
特
に
高

く
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
両
立
支
援
制
度
の
中
で

も
、
特
に
「
子
育
て
に
か
か

る
休
暇
制
度
」
「
子
連
れ
出

勤
、
事
業
所
内
保
育
施
設
」

を
利
用
で
き
る
環
境
と
、
従

業
員
の
「
職
場
が
両
立
へ
の

理
解
が
あ
る
」
と
感
じ
て
い

る
こ
と
と
の
間
に
は
関
係
が

あ
る
点
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
。

　
事
業
者
は
、
制
度
を
整
備

す
る
だ
け
で
な
く
制
度
を
利

用
し
や
す
い
職
場
環
境
を
実

現
し
、
従
業
員
が
職
場
の
理

解
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
状

況
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要

だ
。５

．
最
後
に
～
求

５
．
最
後
に
～
求

め
ら
れ
る
不
断
の

め
ら
れ
る
不
断
の

制
度
見
直
し
～

制
度
見
直
し
～

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
見
て

き
た
通
り
、
両
立
支
援
制
度

の
利
用
状
況
、
実
際
の
苦

労
、
事
業
主
へ
の
期
待
等
を

見
て
も
、
今
般
の
「
子
の
看

護
休
暇
の
見
直
し
」
は
小
学

生
の
子
を
持
つ
労
働
者
の
ニ

ー
ズ
に
見
合
う
措
置
で
あ
る

と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、

今
般
の
措
置
は
、
子
の
対
象

年
齢
を
小
学
校
３
年
生
修
了

時
ま
で
と
し
て
い
る
点
に
課

題
が
あ
る
。
前
述
の
通
り

「
子
育
て
に
か
か
る
休
暇
制

度
（
看
護
休
暇
、
学
校
の
行

事
参
加
、
学
級
閉
鎖
を
対
象

と
す
る
休
暇
制
度
な
ど
）
」

の
有
用
性
の
評
価
は
、
子
が

小
学
校
高
学
年
で
も
同
様
で

あ
る
。
政
府
は
、
子
が
診
療

を
受
け
た
日
数
等
を
勘
案
し

て
対
象
年
齢
を
定
め
た
と
し

て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
に

お
い
て
労
働
政
策
審
議
会
に

先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
今

後
の
仕
事
と
育
児
・
介
護
の

両
立
支
援
に
関
す
る
研
究

会
」
で
も
、
「
小
学
校
高
学

年
で
あ
っ
て
も
子
を
単
独
で

療
養
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
対
象
年
齢
を

卒
業
ま
で
に
引
き
上
げ
る
べ

き
」
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
人
手
不
足
へ
の
対
応
は
も

と
よ
り
、
育
児
と
仕
事
を
両

立
す
る
労
働
者
が
退
職
せ
ず

に
済
む
よ
う
に
し
、
雇
用
の

継
続
を
図
る
と
い
う
育
児
・

介
護
休
業
法
の
法
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
も
、
政
府
に

は
、
当
該
措
置
の
対
象
年
齢

の
拡
大
に
つ
い
て
検
討
の
継

続
を
求
め
た
い
。
ま
た
、
小

学
生
の
子
を
持
つ
親
に
と
っ

て
は
、
夏
休
み
等
長
期
休
暇

の
際
の
子
ど
も
の
預
け
先
の

確
保
も
重
要
で
あ
る
。
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
等
子
ど
も
を

安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
の
整
備
を
同
時
に

進
め
る
こ
と
も
期
待
し
た

い
。

　
未
来
を
支
え
る
子
ど
も
の

存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
、
活
気

や
希
望
の
あ
る
社
会
が
形
成

さ
れ
る
。
本
稿
が
、
育
児
と

仕
事
を
両
立
し
や
す
い
温
か

い
職
場
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
事
業
者
や
そ
れ
を
後
押
し

す
る
政
府
に
と
っ
て
、
今
後

の
取
り
組
み
を
進
め
る
際
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

　（
上
席
研
究
員
　
宇
田
香

織
）

ア
ン
ケ
ー
ト「
小
学
生
の
子
を
持
つ
親
へ
の
両
立
支
援
」

職
場
の
制
度
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を

SOMPOインスティチュート・プラス

　
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
は
６
月
５
日
、
レ
ポ
ー
ト
「
小
学
生
の
子
を
持
つ
親
へ
の

両
立
支
援
～
独
自
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
の
考
察
～
」
を
公
開
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
１
月
22
日
か
ら
24
日

ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
＋
本
調
査
）
で
実
施
し
、
小
学
生
の
子
ど
も
が
い
る

全
国
の
20
歳
～
59
歳
の
男
女
３
２
４
７
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
全
国
６
地
域
お
よ
び
共
働
き
・
片
働
き
（
配

偶
者
同
居
）
・
ひ
と
り
親
（
配
偶
者
同
居
な
し
）
に
分
類
し
た
。
以
下
、
概
要
を
紹
介
す
る
。


